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 本製品はビュートミニに Bluetooth 通信デバイス「VS-BT001」(別売)を取り付けるためのフレームセットです。

本説明書では VS-BT001 の取り付け方を含めて説明します。本取扱説明書、以下の注意点をよく読み、正しくお使

いください。 

 

本製品は組立てキットです。電子部品を基板上にハンダ付けしていただく必要があります。 

キットという特性上、動作について必ずしも保証するものではございませんので、ご了承ください。 

本体の隙間、内部に金属やピンなどの異物を入れないでください。ショートして発火、火災、感電などの原因

になります。  

本体に水をかけないでください。 ショートして発火、火災、感電などの原因になります。 

■パーツリスト 

 

 

 

 

 

 

 

■部品の取り付け 

【①】写真の向きで、モータカバーにブラケットを置いて、M3-6mm タッピンネジで 2 箇所ネジ止めしてくださ

い。続いて、上から写真の向きでブラケットに VS-BT001 を M2-3mm 低頭ナベネジで 4 箇所ネジ止めしてくだ

さい。 

 

 

 

取り付け用 

ブラケット×２ 

M3-6mm 

タッピンネジ×２ 

M2-3mm 

低頭ナベネジ×４ 

M3-6mm タッピンネジ 

※最初はゆるく締める 

左車輪 右車輪 

M2-3mm 低頭ナベネジ 

基板の位置を調整し、ネジ止め 

※VS-BT001 は別売です。 

最後に M3-6mm タッピンネジをしっかり締めてください。 

前 

ピンヘッダ×1 



【②】ピンヘッダを、下の注意事項を参考にして、基板の CN9 に表側からはんだ付けし、ピンヘッダと VS-BT001

をフラットケーブルで接続してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
下図の通りに、接続ケーブルをロボット本体と VS-BT001 にそれぞれ差し込んでください。 

※ケーブルを逆に差し込むと故障する恐れがあります 

 

 

 

 

 
 

■プログラムからの利用 

 VS-BT001 を利用することで、ビュートビルダー2 と無線通信することが出来ます。また、C 言語からシリアル

通信を行うプログラムによって無線通信制御することが出来ます。詳細はビュートビルダー2 取扱説明書、及びサン

プルソース（web ページで公開）をご参照ください。 

 

  

部品が浮いて 

いないか確認 

上を這わす場合（エンコーダを併用する

場合は必ずこう接続してください） 

裏側からはんだ付け 

エンコーダがある場合 

ケーブルを上に這わせる 

エンコーダが無い場合 

ケーブルを下に這わせる 

ロボット本体側は、基板の線と 

コネクタの出っ張りを合わせる 
VS-BT001 側は、 

△の印同士を合わせる 

CN9 

商品に関するお問い合わせ 

 

           www.vstone.co.jp 

 

ヴイストン株式会社 
〒555-0012 大阪市西淀川区御幣島 2-15-28  

TEL : 06-4808-8701 FAX：06-4808-8702 

 

商品の技術的なご質問は、問題・症状・ご使用の環境などを記載の上メールにてお問い合わせください。 

E-mail: infodesk@vstone.co.jp 受付時間 ：10:00～17:00（土日祝日は除く） 

 

ロボットセンター東京秋葉原店 (東京支店) 

〒101-0021  

東京都千代田区外神田 1-9-9 内田ビル 4F  

ロボットセンターロボスクエア店 (福岡支店) 

〒814-0001  

福岡市早良区百道浜 2-3-2  

TNC 放送会館 2F ロボスクエア内  

http://www.vstone.co.jp/robotshop/ 

■オプションパーツ、関連商品のご購入は・・・ 

No.1 の品揃え！ 各種オプションパーツ、ロボット関連製品のご購入はコチラ 

 

楽天・Amazon・Yahoo の各 Web 店舗、または東京、福岡の各ロボットセンター店頭でもロボット関連商品を 

お買い求めいただけます。 

 


